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70年前の悲劇

310万人もの戦死者を出し、人々につらく悲しい記憶を残した戦争。

終戦から70年がたち、戦争の風化が課題になっています。

私たちは、決して忘れてはいけません。

日本が、戦争の歴史と大きな犠牲の上に成り立っていることを―。

証言 Episode 1

　

１
９
４
０
年
、日
中
戦
争
が

長
期
化
し
て
い
た
日
本
は
、石

油
な
ど
を
獲
得
す
る
た
め
、イ

ギ
リ
ス
な
ど
の
植
民
地
が
あ
る

東
南
ア
ジ
ア
へ
。武
力
に
よ
る
南

進
を
始
め
ま
し
た
。

　

日
本
が
こ
の
よ
う
な
行
動
を

と
っ
た
こ
と
に
よ
り
、日
米
関
係

は
悪
化
。南
進
を
や
め
な
い
日

本
に
、ア
メ
リ
カ
は
石
油
輸
出

を
止
め
る
経
済
制
裁
を
行
い
ま

す
。進
軍
に
不
可
欠
な
石
油
を

止
め
ら
れ
た
日
本
は
、ア
メ
リ
カ

と
の
戦
争
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

41
年
12
月
８
日
、日
本
軍
は
ア

メ
リ
カ
の
海
軍
基
地
が
あ
る
ハ

ワ
イ
・
真
珠
湾
を
奇
襲
攻
撃
。太

平
洋
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

開
戦
後
、日
本
は
す
さ
ま
じ

い
勢
い
で
、東
南
ア
ジ
ア
や
南

太
平
洋
の
広
大
な
地
域
を
占
領

し
ま
す
。42
年
１
月
に
マ
ニ
ラ
、

２
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、３
月
に

は
ジ
ャ
ワ
島
を
次
々
と
占
領
。

し
か
し
、６
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
で
大
敗
を
喫
し
、日
本
軍

の
攻
勢
は
止
ま
り
ま
し
た
。

　

43
年
２
月
、ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島

で
敗
北
し
、日
本
は
後
退
を
続
け

ま
す
。す
る
と
、す
べ
て
の
国
力

今
、
戦
争
を
振
り
返
る

戦
死
者
は
３
１
０
万
人

薄
れ
ゆ
く
戦
争
の
記
憶

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、朝

鮮
や
台
湾
の
人
た
ち
を
含
む
日

本
の
戦
死
者
は
、３
１
０
万
人
。

そ
の
う
ち
、民
間
人
は
80
万
人

に
も
上
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

軍
人
２
３
０
万
人
の
戦
死

者
の
う
ち
、
航
空
特
攻
作
戦

（
※
）
で
命
を
落
と
し
た
人
は
約

４
０
０
０
人
。そ
れ
以
外
の
戦

死
者
は
、戦
闘
に
よ
る
死
傷
よ

り
も
、食
糧
不
足
に
よ
る
餓
死

や
赤
痢
な
ど
に
よ
る
戦
病
死

が
多
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

海
外
で
戦
死
し
た
人
は
約

２
１
０
万
人
。現
在
も
１
１
３

　

２
０
１
３
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
文
化
研
究
所
が
実
施
し
た

世
論
調
査
に
よ
る
と「
日
本
が

真
珠
湾
を
攻
撃
し
、太
平
洋
戦

争
が
始
ま
っ
た
日
」の
正
答
率

は
20
％
。世
代
別
で
は
、20
・
30

代
は
６
・
９
％
、40
・
50
代
は
16
・

５
％
、60
代
以
上
は
24
・
８
％
で

し
た
。若
者
に
限
ら
ず
、高
齢
者

で
も
４
人
に
１
人
し
か
知
ら
な

い
と
い
う
現
状
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、10
年
の
調
査
で
は「
広

島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
」

の
正
答
率
は
26
・
８
％
で「
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
」は

23
％
で
、世
代
別
で
は
20
・
30
代

は
25
％
に
対
し
、60
代
以
上
は

19
％
と
、若
者
の
正
答
率
が
高

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

終
戦
か
ら
70
年
。戦
争
を
体

験
し
た
世
代
が
減
少
し
続
け

る
一
方
で
、戦
争
を
知
ら
な
い
・

関
心
が
な
い
世
代
が
増
え
て
い

ま
す
。今
日
の
平
和
な
社
会
は
、

戦
争
の
歴
史
と
大
き
な
犠
牲

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
が
風
化

し
て
い
く
こ
と
は
、私
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
で
す
。

を
投
入
す
る
総
力
戦
と
し
て
、国

民
を
徹
底
的
に
動
員
。多
く
の

成
人
男
子
が
戦
場
へ
送
り
出
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、大
学
生
な
ど

を
軍
隊
に
徴
収
す
る
学
徒
出
陣

を
実
行
。労
働
力
が
不
足
す
れ

ば
、中
学
生
や
女
学
生
な
ど
も

軍
需
工
場
で
働
き
ま
し
た
。

　

44
年
７
月
に
サ
イ
パ
ン
島
が

陥
落
す
る
と
、本
土
へ
の
空
襲

が
本
格
化
。日
本
は
、10
月
の
レ

イ
テ
沖
海
戦
で
特
攻
作
戦
に
乗

り
出
し
ま
す
。45
年
３
月
、東
京

大
空
襲
で
東
京
は
壊
滅
し
、硫

黄
島
も
陥
落
。本
土
へ
の
空
襲

は
、さ
ら
に
激
し
さ
を
増
し
ま

し
た
。ア
メ
リ
カ
軍
は
沖
縄
に

上
陸
。激
し
い
地
上
戦
を
開
始

し
ま
す
。さ
ら
に
、不
沈
艦
と
い

わ
れ
た
戦
艦
大
和
も
沈
没
。日

本
軍
の
戦
力
は
、い
よ
い
よ
限

界
に
達
し
ま
す
。

　

45
年
７
月
、連
合
国
が
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
発
表
し
て
も
、日

本
は
抵
抗
を
続
け
ま
し
た
。ア

メ
リ
カ
軍
は
、８
月
６
日
に
広

島
、９
日
に
は
長
崎
に
原
子
爆

弾
を
投
下
。日
本
は
、ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
を
受
け
入
れ
、無
条
件
降

伏
を
決
定
。15
日
、昭
和
天
皇
は

玉
音
放
送
で
、国
民
に
敗
戦
を

告
げ
ま
し
た
。

万
人
の
遺
骨
が
帰
還
で
き
ず
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
奥
地
や
冷
た
い

海
中
で
眠
っ
た
ま
ま
で
す
。

　

一
方
、民
間
人
の
死
者
80
万

人
の
う
ち
、50
万
人
は
空
襲
に

よ
る
犠
牲
者
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。東
京
大
空
襲
で
は
、10
万
人

以
上
が
死
亡
。街
は
、一
晩
で
焦

土
と
化
し
ま
し
た
。原
爆
に
よ

る
死
者
は
、広
島
が
14
万
人
、長

崎
が
７
万
人
以
上
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

激
し
い
地
上
戦
が
行
わ
れ
た

沖
縄
で
は
、民
間
人
９
万
４
０

０
０
人
が
犠
牲
に
。沖
縄
戦
終

結
後
も
、
集
団
自
決
な
ど
に

よ
っ
て
多
く
の
人
た
ち
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

真
珠
湾
攻
撃
〜
終
戦
の
主
な
出
来
事

1941（昭和16）年
12
8

真
珠
湾
攻
撃

10

ル
ソ
ン
、グ
ア
ム
に
上
陸
。マ
レ
ー

沖
海
戦

16

英
領
ボ
ル
ネ
オ
に
上
陸

23

ウ
ェ
ー
ク
島
に
上
陸

25

香
港
を
占
領

1942（昭和17）年
1
2

マ
ニ
ラ
を
占
領

23

ラ
バ
ウ
ル
に
上
陸

2
15

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領

3
8

ビ
ル
マ
・
ラ
ン
グ
ー
ン
を
占
領

6
5~

７
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

12
8

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
サ
バ
ブ
ア
で
日
本

軍
全
滅

1943（昭和18）年
1
2

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ブ
ナ
で
日
本
軍
全
滅

2
1~

７
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
撤
退

4
18

山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官

が
戦
死

5
29

ア
ッ
ツ
島
で
日
本
軍
全
滅

7
29

キ
ス
カ
島
の
日
本
軍
撤
収

10
2

コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
の
日
本
軍
撤
退

11
24

マ
キ
ン
島
の
日
本
軍
全
滅

25

タ
ラ
ワ
島
の
日
本
軍
全
滅

1944（昭和19）年
2
2~

5
ル
オ
ッ
ト
島
、ク
エ
ゼ
リ
ン
島
の
日

本
軍
全
滅

6
19~

20
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦

7
7

サ
イ
パ
ン
島
の
日
本
軍
全
滅

8
3

テ
ニ
ア
ン
島
の
日
本
軍
全
滅

11

グ
ア
ム
島
の
日
本
軍
全
滅

10
23~

26
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
海
戦
で
連
合
艦
隊

壊
滅

25

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
海
戦
で
特
攻
開
始

1945（昭和20）年
3
10

東
京
大
空
襲

25

硫
黄
島
の
日
本
軍
全
滅

4
1

米
軍
が
沖
縄
本
島
に
上
陸

7

戦
艦
大
和
が
沈
没

24

ル
ソ
ン
島
の
日
本
拠
点
が
陥
落

6
23

沖
縄
戦
が
終
結

8
6

広
島
に
原
爆
投
下

9

長
崎
に
原
爆
投
下

14

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾

15

昭
和
天
皇
が
玉
音
放
送
で
敗
戦
を

告
げ
る

※航空特攻作戦…爆弾を載せた航空機で乗組員ごと体当たりする攻撃法のこと

第二次世界大戦の日本とアメリカの死者数

民間人の死者数が多い主な被害

＊日本の死者数には、朝鮮や
台湾の人たちも含む。割合は、
小数点第２位を四捨五入

（資料：The New Encyclopædia Britannica, 15th ed., 1994,日本は厚生労働省）

（資料：広島県、長崎県、沖縄県など）

日本（軍人）
67.7％

東京
大空襲

広島
原爆投下

長崎
原爆投下

沖縄
地上戦

アメリカ
（民間人）

0.2％

100,000人

140,000人

73,884人
94,000人

日本（民間人）
23.5％

アメリカ
（軍人）
8.6％

国名 軍人 民間人

日本 2,300,000 800,000

アメリカ 292,131 6,000

単位：人
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戦争の恐ろしさ、　　　
悲しさを忘れないために 戦 争 遺 構 世界各地には、戦争を繰り返さないことを願って、建てられたり、保存されたり

している「戦争遺構」がたくさん存在しています。

　サイパン島最北端の岬で、太平洋戦
争末期に追い詰められた日本人が自決
した悲劇の地。日本人が「万歳」と叫び

ながら約80m下の岩場の海に身を投げ

ました。人数は、1000人とも1万人とも

いわれています。岬には、二十数個の慰
霊碑が建てられ、多くの人が慰霊に訪れ

ます。

　沖縄戦終焉
えん

の地・摩
ま

文
ぶ

仁
に

の丘を南に望
む台地に立地。沖縄戦の歴史を次代に語
り継ぐ「沖縄県平和祈念資料館」、沖縄戦
の戦没者約24万人余の氏名を刻んだ「平
和の礎」、18万余柱の遺骨が納められた

「国立沖縄戦没者墓苑」などがあります。
戦争の恐ろしさと世界の恒久平和を願う

地として、多くの人が訪れています。

　原爆の爆心地から北西約160メート

ルにあった産業奨励館。人類史上初め

て使用された核兵器によって、被爆し

た建物のひとつです。1996年に世界遺
産への登録が決定。人類が残した「負の

遺産」として、核兵器の恐ろしさを現代
へ伝え、核兵器の廃絶と世界の恒久平
和を訴えています。

サイパン島 バンザイ・クリフ 沖縄 平和祈念公園 広島 原爆ドーム
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310万人もの戦死者を出し、人々につらく悲しい記憶を残した戦争。

終戦から70年がたち、戦争の風化が課題になっています。

私たちは、決して忘れてはいけません。

日本が、戦争の歴史と大きな犠牲の上に成り立っていることを―。


